
社　　会 フランス革命とテロリズムについて考える

フランス革命時の、ジャコバン派の恐怖政治がテロリズムの始まり。
テロール=恐怖（仏語）。テロリズムとは政治的目的をもって実行される暴力のこと。
本来は体制側からの抑圧を指す言葉。

（平成16年（2004年）5月16日　朝日新聞「言葉の交差点」より）
平成21年（2009年）5月21日（木曜日） 夕刊

☆テロリズムとは何か。確認しよう。

【設問】
☆フランス革命時の王、ルイ16世はどうなったのか。教科書等をみて、革命の経過を以下にまとめ
てみよう。

1789年

1791年

1792年

1793年

1794年

【取り組みのねらい】

　1789年のフランス革命・ジャコバン派の恐怖政治がテロリズム（テロ）の始まりだそ
うだ。2013年のアルジェリアの人質事件と恐怖政治をテロリズムの観点から結び付け
考察してみよう。また、県内の国際テロに直面した方々の記事を読み、テロについて考
えてみよう。

　　　　年　　　　組　　　　番　　氏名

☆左の記事中の国王の言葉（3段目）をどう思うか。



☆アルジェリアの人質事件記事の中から考えよう。 ☆「9.11」以降、テロのニュースを聞かない日はない。県内でも関係者がいる。
以下の記事を読みテロを克服する方法を考えてみよう。

【学習の効果】 【指導上の注意、課題】
　世界史は日本史と比べ、中学校での学習内容が少なく、また生徒にとって
は、「遠い国の昔の話」と感じ、近寄りづらい科目だろう。遠い国の〈過去〉
＝教科書の内容と、〈現在〉＝新聞記事を行き来し、少しでも自分たちの身
近な問題として世界史をとらえさせたい。新聞記事を使うことで、「現実の
世界」を持ち込んだ学びへと発展し、学習意欲が高まると感じている。

　テロリズム（テロリスト）は政治的意
図をもって呼称される。立場によってと
らえ方が違う客観的な定義が困難な
言葉であることに留意が必要と思う。

コピーを生徒に渡す際、下記の指導アドバイスの部分は消してからコピーしてください。

平成25年（2013年）1月18日（金曜日） 朝刊
※最近のテロは、反体制側から、
　体制側への暴力になっている。

平成23年（2011年）9月10日（土曜日） 朝刊 

（1）事件のあらまし

（2）どんな人たちが実行犯だったのか。

（3）テロを生み出す背景は何か（5～6段目にかけての内容に注目）。この状況をどう理解
すればいいのだろうか。


